神戸モスク、ラマダーン
５．ラマダーンに別れを告げる


５．ラマダーンに別れを告げる
　私達はすぐにラマダーンに別れを告げる事となります。その木陰の中で私達は生きていて、そしてその祝福を私達は経験しました。それゆえ私達はアッラー[image: image1.emf]

が私達の斎戒を受け入れて下さり、業火からの解放を承諾して下さり、私達に何度も何度もこの祝福された月と巡り会う機会を与えて下さる事を願います。アッラーの御使い[image: image2.png]&)



は言われました。「もし私のウンマ(共同体)がラマダーンとは一体何かを悟ったら、彼らは一年中ラマダーン月である事を望むでしょう。」アッラー[image: image3.emf]

は全ての他の月の上にこの月を選ばれました。そしてそれが含んでいる祝福を私達が数える事は不可能です。ラマダーンが始まる前、私達はどの様に自身を準備できるかと自問しました。それが終わりに近づいた今、私達は最善の方法でどの様にそれから離れるかを知らなけれなりません。その贈物と祝福を完全に維持するために、私達がする事を勧められている幾つかの点をここに挙げました。
１.　私達の行為を勘定する。
最初の段階はラマダーン中に私達がした事を勘定し、賢人の言った事を思い出す事です。「あなたが勘定される前にあなた自身で勘定し、アッラー[image: image4.emf]

があなたの行為を秤にかけられる前に自分で量りなさい。」これは私達の善い行為と悪い行為を対象としています。なぜなら私達は、善い行いについてアッラー[image: image5.emf]

に感謝すべきであり、悪い行いについて彼の御許しを請うべきだからです。これはアッラーの御使い[image: image6.png]&)



と全ての使徒達と預言者達[image: image7.png]


と信仰者達の中の正しい者達の習慣です。私達は、預言者ムハンマド[image: image8.png]&)



がどのように彼自身を勘定して、そしてどれほどしきりに彼の教友達が同じ様にするよう駆り立てていたかについて述べました。イスラームの道を堅固に確立したいと望む者は、この誠実な習慣を身に付けるべきです。私達がラマダーンの間に行った行為を勘定した時、必然的にそれらが十分でなかった事に気が付き、それ以上することができなかった事を後悔します。もし私達が善い行為を見つける事ができたならば、それをする様に私達を導いて下さったアッラー[image: image9.emf]

に感謝しなければなりせん。もし私達が悪い行為を見つけたならば、それに対してアッラー[image: image10.emf]

に御許しを請わなければなりません。人間と精霊の行為の取るに足りなさについて、アッラー[image: image11.emf]

が彼らに仰られた事を含む、ハディース･クドゥシーを続く第３章で言及します。「私はそれらを勘定し、そしてあなたにそれらを見せるでしょう。もし善い事を見つけたならば私に感謝し、もし悪い事を見つけたならば、あなた自身以外誰も非難すべきではありません。」(ムスリム)
ラマダーンの間に私達の行為を勘定する事は、次の段階に私達を導きます。

２.悔悟と御許しを請う事。

　私達は全ての命じられた崇拝行為を完成させるべきです。そして全ての善い行為をする中で犯した間違いについて、アッラー[image: image12.emf]

が私達を御許し下さるよう請う事によって完成させるべきです。なぜならアッラー[image: image13.emf]

のみが完全であられるからです。５番目に正しく導かれたカリフ(指導者)、ウマル･イブン･アブドゥ･アル=アジーズは、彼の統治者達にアッラー[image: image14.emf]

の御許しを求めるように命令し言いました。「あなた達の父、預言者アーダム(アダム) [image: image15.png]


が言われたようにに言いなさい。；……「主よ，わたしたちは誤ちを犯しました。もしあなたの御赦しと慈悲を御受け出来ないならば，わたしたちは必ず失敗者の仲間になってしまいます。」；高壁章(アル･アアラーフ)7:23　ヌーフ(ノア) [image: image16.png]


が言われたように言いなさい。；……「主よ，本当にわたしが知りもしないことに就いて，あなたに請い求めないよう，御赦しを願います。あなたがわたしを御赦しになり，慈悲を与えられなければ，わたしはきっと，失敗者の仲間になるでしょう。」；フード章11:47　イブラーヒーム(アブラハム) [image: image17.png]


が言われたように言いなさい。；審判の日には、罪過を御赦し下されるよう、わたしが願い望む方である。；詩人達章(アッ･シェアラーゥ)26:82　ムーサー(モーゼ) [image: image18.png]


が言われたように言いなさい。；……「主よ，本当にわたしは自ら不義を犯しました。どうかわたしを御赦し下さい。」……；物語章(アル･カサス)28:16　ユーヌスが言われたように言いなさい。；……「あなたの外に神はありません。あなたの栄光を讃えます。本当にわたしは不義な者でした。」；預言者章(アル･アンビヤーゥ)21:87　
以前の時代の最高のムスリム達は、彼らが行ったお祈りの仕方があまりにも不完全であると見なし、まるで罪を犯したかのように熱心にアッラー[image: image19.emf]

の御許しを請うていたものでした。有名な有識者であるイブン･ラジャブ《彼は8世紀の有名な有識者で、「ジャーミア･アル=ウルーム･ワル=ヒカム」を著しました。》は、言いました。「私達の高尚な先達は、誠実にそれぞれの善い行為を完成にするために、彼らの全ての能力を使って努力していました。しかしその後彼らは、アッラー[image: image20.emf]

がそれを受け入れて下さらないかもしれないと恐れたものでした。」アッラー[image: image21.emf]

は、聖クルアーンで彼らについて仰っておられます。；60. また主に帰ることを心に畏れ，与えるべきものを与える者；信者達章(アル･ムウミヌーン)23:60　アーイシャ[image: image22.png]Al



は伝えています。「私は預言者[image: image23.png]&)



に尋ねました。『それらの者とは、お酒を飲み、盗みをする者達ですか?』彼は答えました。『いいえ。アッ=シッディークの娘よ。しかし彼らとは、斎戒をし、礼拝をし、施しを実行し、そしてアッラーが彼らの行為を受け取って下さらないかもと恐れる者達です。それは、先を争って善い行為をしている人々です。』」(アッ=ティルミジー、タフシール･アル=クルトゥビー)　アッラー[image: image24.emf]

は聖クルアーンの中で仰りました。；27.……「アッラーは，唯主を畏れる者だけ，受け入れられる。」；食卓章(アル･マーイダ)5:27　私達はアッラーの御使い[image: image25.png]&)



と彼の教友達[image: image26.png]


に従うべきです。そしてこの聖なる月の間に、アッラー[image: image27.emf]

が崇拝されるに値するだけ彼を崇拝する事が私達に不可能な事を、アッラー[image: image28.emf]

が御許し下さるよう請うという、正しい事に従うべきです。イード･アル=フィトルの日に、サーリヒーン（善いムスリム）の一人、サーリフ･イブン･アブドゥ･アル=ジャリールが涙を流していました。人々がこの素晴らしい祝いの日に泣かない様にと言うと、彼は「あなたは正しいです。しかし主が私にする事を命令され、私は最善を尽くしましたが、彼が私からそれを受け入れて下さったかどうか分りません。」と答えました。この公正な男性達でさえ、アッラー[image: image29.emf]

が彼らの善い行為を受け入れて下さっているかについて心配しているのに、私達に至ってはどうでしょうか？
イブン･ラジャブ言いました。「私達の先達は、ラマダーンの6ヶ月前から、アッラー[image: image30.emf]

が彼らを次のラマダーンまで辿り着かして下さるようにお祈りをし、そしてラマダーンの後6ヶ月間は、アッラー[image: image31.emf]

が彼らの前回のラマダーンを受け入れて下さるようお祈りしたものでした。彼らと違って今日のムスリム達は、この月の価値を評価せず、彼らの善い行為の不十分さについて、悔悟かお許しを請うたりしません。
悔悟とお許しを請う事は、私達を3番目の段階へ導きます。

３.ラマダーン中に始めた善い行為を継続する事

アッラー[image: image32.emf]

が私達の斎戒を受け入れて下さった徴は、私達がラマダーン中に始めた追加の祈りをし続ける能力を、彼が私達に与えて下さった事です。イブン･ラジャブは言いました。「アッラー[image: image33.emf]

への服従行為を成し遂げた人々は、そして受け入れられた徴は、彼が他の服従行為をする能力を与えられた事です。そして拒否された徴は、彼が罪でその後に続く事です。善い行為によって罪の後に続く事は、なんて素晴らしい事なのでしょう。そして他の善い行為によって、一つの善い行為の後に続く事はどれだけより良い事でしょうか?　
ラマダーンの間一部のムスリム達は、義務以上の平伏礼、夜間に礼拝に立ち、聖クルアーンを朗読し、舌と目と耳と四肢を制御し、貧民に施しを与える等のような追加の祈りの行為をするために、特別に努力をしています。これらの人々にとって、ラマダーンが過ぎた後もこれらの行為を続ける方がより良いです。アッラー[image: image34.emf]

は、ラマダーン中に彼を崇拝する事を私達のためにより簡単にして下さりました。それゆえラマダーンは、祈りの行為を増やすように努力する最も良い時です。
私達はラマダーン中斎戒を実行しました。ラマダーンの後も斎戒を続けるべきです。月曜日と木曜日、満月の３日間、シャウワールの６日間に斎戒する事は、アッラーの御使い[image: image35.png]&)



の習慣でした。アブー･アイユーブ･アル=アンサーリー[image: image36.png]


は伝えています。アッラーの御使い[image: image37.png]&)



は言われました。「ラマダーン月の斎戒を成し遂げ、シャウワール月に６日間斎戒した者は、まるで１年中斎戒したかのように報奨されるでしょう。」（ムスリム）　イード･アル=フィトルの次の日からこの斎戒を始め、私達ができるようにそれを成し遂げる事が勧められています。ウサーマー･イブン･ザイド[image: image38.png]


は言いました。「預言者は、なぜ彼が月曜日と木曜日に斎戒をしているのかと尋ねられ、答えられました。『人の行為は、月曜日と木曜日にアッラーのもとへ召し上げられます。そして私は、斎戒中に行為を召し上げられる事を好みます。』」（イマーム･アハマド＆アン=ナサイ）
私達の一部は、ラマダーン中に聖クルアーンを一度または何度も読破します。ラマダーンの後も、私達は聖クルアーンを読み続けるべきです。もし舌と目と耳と四肢も同様に抑制できるならば、その方がより良いです。私達は例えそれがあまりにも小さく思える事でも、良い行為をし続けるべきです。なぜならアーイシャ[image: image39.png]Al



は伝えているからです。アッラーの御使い[image: image40.png]&)



は言われました。「アッラーによって最も愛される行為とは、たとえそれがほんの小さな事でも、連続的に繰り返される行為です。」
アル=ハサン･アル=バスリは言いました。「おぉ、私の人々よ！　継続し継続しなさい。なぜならアッラー[image: image41.emf]

は、死ぬまで信仰者の行為にいかなる限界をも設けておられないからです。」アッラー[image: image42.emf]

が聖クルアーンの中で仰った事を読む事をあなた達に助言します。；99. 定めの時が訪れるまで，あなたの主に仕えなさい。；アル･ヒジュル章15:99　
私達はラマダーンだけの奴隷ではなく、私達の主の奴隷でなければなりません。なぜならアッラー[image: image43.emf]

は、シャウワールと他の全ての月々の主でもあられますから！　ラマダーンの後に信仰者が崇拝を減らさなければ、それはラマダーン中に彼が行った崇拝を、アッラー[image: image44.emf]

が受け入れて下さった明らかな徴です。

4.ザカート･ル=フィトル

イブン･ウマル[image: image45.emf]

は伝えています。アッラーの御使い[image: image46.png]&)



は、全てのムスリム男女、自由民、奴隷、老若共に、イード･アル=フィトルの税を渡す事を定められました。（アル=ブハーリー＆ムスリム）　それはイードの礼拝の前に渡されるべきです。そして貧民に直接それを与える事は褒めるべき事です。アッラー[image: image47.emf]

は、私達の周りの貧民や困窮者に心を開くために、兄弟の絆を強くするために、そしてラマダーン中の不足を償うために、それを義務とされました。
アブドゥッラー･イブン･アッバース[image: image48.png]


は伝えています。アッラーの御使い[image: image49.png]&)



は、斎戒しているムスリム達を舌の罪から清めるため、貧民と困窮者に食物を与えるためにザカート･ル･フィトルを規定されました。もしそれが(イードの)礼拝の前に渡されたならば、それはザカート･ル･フィトルとして受け入れられるでしょう。しかしもしそれが礼拝の後に渡されたのならば、それはサダカ（任意の施し）です。（アブー･ダウード＆イブン･マージャ）　ザカート･ル･フィトルは、ラマダーンの最後の夜の最後の日没の後に生まれた赤ちゃんでさえ含む、世帯全員に生じる義務です。
ザカート･ル･フィトルとザカートは私達の社会に協同して設定されており、全てのムスリム達の愛の絆を育て、貪欲と嫉妬から私達の心を清めます。もし私達が、ウマル･イブン･アブドゥル･アル=アジーズの時代にもう一度戻ったならば、彼の支配下の全てのムスリム諸国からザカートが集められた時、彼は至る所を捜したにも関わらず、困窮している人を一人も見つける事ができなかった事が分かるでしょう。彼の公正な統治のもと、全てのムスリム達はお互いに寛容で、貧民は周囲の人々によって世話されていました。
これは、今日のムスリム達の重大な問題を強調しています。多くのムスリム兄弟達は、他の者達が富と安楽の中で暮らしているのと同じ時、家がなく飢えています。富に対する一年毎の義務の税であるザカートは、イスラームの柱の一つです。もし全世界の全てのムスリム達がザカートを払い、困窮しているムスリム達へそれが分配されたならば、この地球上に生きている一人のムスリムでさえ貧困の中で暮らす事がなくなるのは確実です。なぜならこれはアッラー[image: image50.emf]

の命令であり、彼はアル=アリーム（全知）であられ、アル=ハビール（通暁）であられるからです！　私達はザカートを、様々な慈善目的に個々に与える事ができます。しかし今日ムスリム達の間に、必要ならば富んだ人々から強制によってこの税を集め、貧民に分配し直すための統一した制度はありません。私達は一つにまとまった統治制度がなく、もはや経済的に一つの共同体ではなく、イスラームの一つの柱は傾きました。この惨事の原因は、毎日新聞から読む事ができます。この傾いた柱を再び建て直し、強力な指導者を祈願し、活動する事はアッラー[image: image51.emf]

への私達の共同の義務です。
ラマダーンへ別れを告げる時がまた一度来ました。アッラー[image: image52.emf]

が私達の斎戒を受け入れて下さり、業火からの解放を授与して下さりますように。
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